

































2 − 2　福祉領域からの ICT 見守りの導入
　パイロットスタディではまず、岩手県立大学が開発してき
た、高齢者が毎日の体調を電話で能動的に発信する「おげ
んき発信」を平成 23 年 9 月から導入した。約 220 世帯の











 2 − 3　医療領域からの ICT 見守りの導入




































































3 名の自殺があった。このうち鵜住居の 1 名は、おげん
き発信がないことからサポートセンターの生活支援相談
員が訪問をし、遺体を発見した。死後数日を経て遺体が
発見される孤立死を防ぐことはできたが、自殺を防ぐこ
とができなかったため、生活支援相談員が衝撃を受けた。
そこで、岩手県精神保健福祉センターの黒澤美枝氏と連
携し、おげんき発信の見守り者に対する自殺予防のゲー
トキーパー研修が有効ではないかと考え、検討を進めて
いる。
４　今後の具体的な展開
　上記した３点の医療・福祉連携は、さらに検証を進
め、有効な手法を他の被災地へ普及することを検討して
いる。
　いわて未来づくり機構の部会活動に位置づける施策提
言するとともに、復興省の「新しい東北」にも申請をした。
謝辞
　この研究に助成していただいた岩手県立大学地域政策
研究センターと、検討の場を与えてくださったいわて未
来づくり機構、協働者の佐々木一裕先生（盛岡市立病
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図２　血圧伝送システムの取り組み概要
注）小川晃子、「新しい東北」申請書作成図
図３　今後の取り組み案
